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陸域環境研究センター報告投稿規定
1. 投稿；介格
陸域閑境研究センター報告 （以下「センター報告」と呼ぶ）に投稿する論文は，陸域環榜研究セン
ターに関連した研究に限る投稿者が学外者 ・学生 ・院生の楊合は，学内者 （本学教枇貝）との辿
名とする．ただし，陸域環境研究センター長が認める楊合においてはこの限りではない．
2. 原稿の締切り
原税は通年受付ける。ただし，5月末日までに提出された原稿は，受理が認められれば同年度のセ
ンター報告に掲載する．
3. 原稿の受理
受理にあたっては，陸域環境研究センター教戯貝によって構成される編集委員会による査読の結果，
その可否を決定する．
4. 原稿の種類
原税の種類は，報文，研究ノー ト，；介科，講演要旨などとする．
5. 原稿の長さ
図表を含めた刷り上がりページ数で原則として次のように制限する．報文は 12ページ以内，研究
ノー トは6ページ以内，講演要旨は 1ページとし，そのはかはこれらに準ずる．
6. 原稿の提出
原稿の提出にあたっては，所要事項を記入した所定の投稿票 （別紙4)を添付すること．原秘およ
ぴ図表等には必ず正本にコビー 1部を添付することまた，箸者校正の作業を軽減するため原則と
して原稲およぴ表は，フロッピーディスクなどの電子媒体を添えて提出することなお．査読終了
後には著者自らがカメラレディ用原船を用意すること ．
7. 原稿の杓き方
原栢は和文で咎き，執節要項に従うこと ．ただし，報文，研究ノー トには， 300語以内の英文要旨
をつけることや表の表題，図の説明文を英文とすることもできる．この楊合も執鉦要項に従うこと ．
8. 原稿の返却
原稿は原則として返却しない．図版の返却を希望する楊合は，その旨を投稿時に投稿票で申し出る
こと．
9. 校正
箸者校正は初校のみとし，再校以降は紺集委員会によって，著者校に従って行うが，初校ミスは著
者の衰任とする．著者校での校正は原則として誤植に限り ，新たな拷き込みや削除は特別の場合を
除き，認めない．
10. glj届ljり
報文，研究ノー トに関し，50部までは無科とし，それ以上は著者の実乳憤l担とする．
11. 注意点
センタ ー報告で掲載された論文は， 学術雑誌への投稿の際には原著論文として認められない点を
留意された上で，投稿していただきたい．
12. 本センター報告は，昭和 52年 (1977年）より「水理実験センタ ー報告」として刊行されていたが，
平成 12年の組織改革にともない，「陸域現境研究センタ ー報告」と改称した．
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陸域環境研究センター報告執筆要領
I. 標題は原柏内容の最も適切な要約であるようにすることなお，原栢の第一枚目に標題 （和文 • 英文の順） ，
労者名（和文 ・ローマ字の順）を書き， 脚注に箸者の所属・ 機関名を明記すること．
本文は．原稿の第2枚Hから杓くこと ．また，本文についての脚注は認めない．
2. 原稿 原稿用紙と文字 原稲は,23字X30行でA4版用紙にプリン トする．ただし．数字およぴ欧字絆は半
角とする・
文章は口語体とし，出来るだけ当用漢字 ・新かなづかいによる．外国語は原表記する．
英文要旨等について 報文，研究ノ ートには.300話以内の英文要旨をつけることができ る． この楊合も.A4 
白紙（縦）にプリン トし，フロッビーディスク等紐子媒体を添えて提出する．
数式と特殊な文字について 数式は 2行分以上取り，文字の種類，大小，数字を明瞭に区別できるように記．
入すること．特殊な活字 （太字体 ・斜字体 ・ギリシャ文字 ・ロシア文字など）の指定は著者が赤鉛箪で行なう．
斜字体 （イタ リック）は ド線 (_)を，太字体（ゴシック，ポール ド）は波下線（＿） を用いる．ギリシ
ャ文字にはcギ,などと苫＜ ．特に動植物の学名や数屈を示す記号での斜字体の用い方は，次のように就ーする．
I)動植物の学名はイタ リック にする．
2)数i,tを表す記号はイタリックにする．
3) 添字が数批あるいは番号に対応する場合にはイタリックにする．但し添字が言葉の意味を表す場合には
立体にする．
例 ：物理紐番号を示す添字 ： Cが ~a,lf/,. ~a,b,, g lk• P, 
ことばの意味を示す添字 ：Cg (g=gas), gn (n=norma/), /.Jr (r=rclat ive). 
Ek (k=k inet ic), Xe (e-elect I ic)
~ )一つの茄は一つの文字で ~~< .
5)ペクトルはイタリック ・ポールド (A,a)指定は/}_, ~(以下略） ．
図表は必ず別紙とする．
文章の書き出し．および改行は必ず I!.j; 分あけてlY:き始める．句点 • 読点および括弧などは 1 字分をあてる ．
同格の名洞をきるときは， 1字分とって 「・」 を間に人れることを原則とする．
原稿には必ずページの番号をふる．
氏名の表記について 3文字の氏名の楊合は，姓と名の開／を 1文字分空ける．例えば，池田 宏などとする．
3. 文献 文献は論文の末16に列記し、本文中の文献は下記によって，i;:くこと．
本文中の引用は次の例にならい，:;,;,:者の姓 （まぎらわしい楊合は名も併記） ， 発表年を ,,,~ < .
弓l用例：佐介 (1974,p. 10)はこれを……と呼んだ．林 (1974a,pp, 33-35)によれば…...
国土地理院 (1973) によれば•…•，これらの研究(Izum i ,1975 : 飯島， 1981b)によると……，
……という見方もある(Kawamata,1976 : 甲斐，1981).
共著の場合の例 ：中川 ・桜）f: (1982)は…..(2人の場合〕 Yamazaki et al. (1983)は…… (3人以上
の場合〕
文献表は邦文のものを先にし，著者名の五十音顛に並べる．欧文のものは後にして著者名のアルファペッ
ト （必者本人の-tl't用綴りに よ る） 順に ilf~べる．同じ労者のものは年代順に並べる．同じ署者でも 同一年のも
のがある楊合は，引用顛にa,b, C……を付して並ぺることを原則とする．著者3人以 I・.に及ぶ楊合でも，
文献表では全著者名を列記することを原則とする．
文献表の例 ：
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井口正男 (I975) : 「漂砂と流砂の水理学J古今杏院， 229p.
国土地理院 (1973): 「沿岸海域基礎調査報告習 (t:橋•伊良湖岬地区）」建設省国土地理院. 63p. 
池田 宏 (1975): 砂礫堆からみた河床形状のタイプと形成条件．地理評， 48,712-730. 
佐倉保夫 (1978): 水温による地下水循環の研究．市川正巳・櫃根 勇編著：「日本の水収支」古今書院，
291-303. 
Yoshino, M. M. 0975) : Climate in a small Area. Univ. of Tokyo Press, Tokyo, 549p. 
Kotoda, K. (1979): Wind profile and aerodynamic parameters above and within a plant canopy. 
Ann. Rep., Inst. Geosci., Univ. of Tsukuba, No. 5, 23-27. 
Yoshino, M. M. (1971) : Some aspects of the ITC and the polar frontal zones over Monsoon Asia. 
Yoshino, M. M. ed. : Water Balance of Monsoon Asia, Univ. of Tokyo Press, Tokyo, 549p. 
Ono, Y. (1980) : Glacial and periglacial geomorphology in Japan. Progress in Physical Geography, 
4, 149-160. 
上例のように，欧文単行本名，欧文雑誌名はイタリック体 （指定は赤色で――_)とする．雑誌の巻数は太
字 （ポールド）体 （指定は赤色で，＿），巻号のある雑誌で巻ごとに通しページならば号数は省略し，号
ごとにページが変わる場合には3-4,1-21のように書く．巻がなく号のみのものは， 6号， No.6のよう
に害く．ベージ数は単行本では総ページ数，雑誌（論文集）では論文の最初と最後のページをーでつなげて
苔＜．
4. 図表 白紙または淡秤色方眼紙に必ず黒イ ンクで害くこと．図中の文字や数字は縮小率を考慮し，レタリン
グ ・タイプト ーン・写植文字などを用いて著者が害くのを原則とする．
図表は各図．各表ごとに別紙とし，小さいものは原稿用紙大 (A4)の白紙に貼る.l紐の図表が数枚に分か
れる場合には 1枚の紙にまとめて貼る．表は組むのが大変なので，特にていねいに許き，たとえば小数点はた
てに必ずそろえるようにするなと，心配りをすること ．ま た図表は 1枚ごとに右隅に著者名，番号を記す.l 
組の図表の場合にはさらに a,b,c……を付して表わす．図の表題や説明文で活字で印刷するものは別の原稿用
紙に苦き，本文の末尾につける．また，報文，研究ノートには，表の表題，図の説明文を英文とすることがで
きる．この場合図表の番号は Fig.I, Table 2などとするが．本文中で図表を引用するときは，第 l図．第2
表などとし，図表の説明を本文中でも行い本文を読んだだけで意味が理解できるようにする．これらの英文は，
A4白紙 （縦）にプリントし，フロッピーデイスク等電子媒体を添えて提出する．
I) 図について 本誌の文字の組み方 lベージに左右2段， 22字ずつを組み，それ以下の幅の組み方は
しない したがっ て図 •表の左右の幅のとり方は l 段分とるか 2 段分とるかの 2 種類しかない． 図の場合， 1
段分なら幅6.5cm,2段分なら幅 14.5cmが最大である（ちなみに天地は， 表題 ・凡例を含み 20cmが最大であ
る）．図を作成する場合には，予期する刷上り図の幅にもとづいて原図の幅と高さを決めること．
図中の文字の大きさ 印刷されたとき，幅 Immでは小さすぎ， 3mmでは大きすぎる.1.5-2.0mmぐらいがち
ょうどよい．原図の文字の大きさや太さの決定には，種々の程度に縮小した図表を参照すると よい．図の刷
上りの大きさを著者自身が指定する上記の標準幅に従って幅何cmと図中空白部に青エンビッで指定すること．
著者による指定があっても実務上の必要を生じたときは編集委貝会が独自に指定し直す．
原図の大きさ 長さで刷上りの大きさの I.5倍から 2倍程度が望ましい．
図の説明 紺集のときには，図の説明の紙片を付けて原稿とともに印刷所に入れるから，活字で組む図の説
明はまとめて原稿用紙に書き，本文の後につけること ．
2) 表について 表を組む場合には，できるだけ整理・加工・ 集約化したものとし，生のデータを載せるこ
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とは避けるようにする．表の形式をできるだけ単純にすることは，読みやすくするためにも望まれる．著者自
身で可能な限り，欧文または和文タイプでタイプ打ちするとよい．（この楊合には図の書き方に準して作成さ
れたい）．
なお，流れ図のような，不規則な斜線のあるものは，たとえ文字が大部分でも，図として原稿を作成し，
図として番号 ・説明を咎くこと．図（写真を含む）と表の番号は，それぞれに通し番号を付し，第 1図，第 1
表のような表現を用いる．また， 表の番号とその表題は，表の上部に記し，表のデータの出所は表の右下に記
すこと．
3)写真は，印画紙に焼き付けられたものを原図とする．さらに写真は，原稿用紙大 (A4)の白紙にはり，
組みかたおよぴ大きさの指定は図と同様に扱うこと．著者の実代負担であれば，カラー印刷でもよい．
筑波大学陸域環境研究センター出版物
の著作権について
l. 筑波大学陸域環境研究センター報告（水理実験センタ ー報告）及ぴ EnvironmentalResearch Center 
Papers等に掲載されたすべての報文，技術報告等（以下，報文等と称する）の著作権は筑波大学陸域哀境研
究センター（以下，本センターと称する）に帰属する．
2. 本センタ ーの出版物に掲載された報文等の全部あるいは一部を他の出版物に転載，翻訳，あるいはその
他のために利用する場合には，本センターに文柑による利用許諾を得た上で，出所明示して利用しなけれ
ばならない．
3. ただし，学説の展開，および教育目的の著作の中で，本センタ ーの出版物に掲載された報文等の一部を
出所明示の上で引用する楊合には，前項にかかわらず利用許諾の申請は不要とする．
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平成 13年度 陸域環境研究センター施設利用状況
教 育 関 係
（平成 14・3・3 1現在）
研究関係
l 植物生態学実験
2. 気候学気象学実験
学 I / 
3. 水文学実験
ヶ
4. 地球科学実験Il
群 Is. 計測制御工学実験
6 地形7゜nセス学、 同実験
7. 水資源利用学実験
自然環境野外実習 I
???????
???
11人XlO回=110人卒業研究利用者
20人X 2回= 40人自然学類
20人X 4回= 80人生物学類
30人X 3屈= 90人生物資源学類
35人X 1回= 35人
40人X 2回= 80人
20人X 1匝= 20人
22人X 9回=198人
20人XlO回=200人
延 853人
20人X 1回=20人地球科学研究科
15人X 4回=60人環境科学研究科
30人X 1回=30人生物科学研究科
生命環境科学研究科
4人
3人
2人
M 
6人
11人
2人
2人
バイオシステム科学研究科 1人
延 110人I 22人
学生の指導
??
? ?
9人I地球科学系
生物科学系
7人
2人
????
叫農林工学系 3人
陸域環境研究センター 6人
18人
東京大学大学院工学系研究科 1人
東洋大学生命科学部 1人
名古屋大学地球水循環研究センター 1人
富山大学 1人
森林総合研究所 1人
農菓環境技術研究所 1人
土木研究所 1人
千葉大学環境リモートセンシング研 l人
究センター
その他 9人
旱
研究会
そ 談話会・講演会
の 機器・資料等の利用
他 見学者
利用者合計
6回 延 71人
11回 延 266人
延 12人
国内 403人
国外 52人
延 455人
1842人
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主
? ?? ? ?
年月日 記
?
2001.4.21 
2001. 5. 14-16 
2001. 9. 19 
2001. 9. 19 
2001. 1. 5 
2001. 12. 1 
2002. 1. 10-11 
2002. 2. 
2002.2.4 
2002.3.7 
2002. 3. 11 -12 
2002. 3. 11 -12 
科学技術週間での陸域環境研究センターの一般公開
カイショーによる圃場観測機器の定期点検
平成 13年度第 1回運営委員会開催
陸域環境研究センター中期計画の提出
平成 15年度概算要求提出
山中勤講師着任
実験圃場の整備（草刈）
陸域環境研究センター報告第 2号発行
平成 13年度臨時運営委員会開催
陸域環境研究センター年次報告会開催
カイジョーによる圃場観測機器の定期点検
横河ウェザソクによる圃場観測機器の定期点検
-172-
2001年度陸域環境研究センター談話会・巡検等の記録
2001.6.15 参加者21名
七山 太（産業技術総合研究所）「津波イベント堆積物の研究フロンティアー巨大地震津
波災害軽減のための堆積学的アプローチー」
2001.7.5 参加者 20名
中尾正義（稔合地球環境学研究所）「氷河から沙漠へ」
2001.7.6 参加者 24名
浦田健作（東京都立大学）「微生物が洞窟をつくる］」
2001.10.22屋久島セミナー 参加者 47名
安間了（筑波大学地球科学系）「洋上アルプスの形成」
安仁屋政武（筑波大学地球科学系）「屋久島の地形ー GIS解析」
小松陽介（筑波大学陸域環境研究センター）「屋久島の水文地形環境」
田村憲司（筑波大学応用生物化学系）「屋久島の土壌」
野村暢彦（筑波大学応用生物化学系）「屋久島の微生物」
鞠子茂（筑波大学生物科学系）・向昌宏（筑波大学環境科学研究科） I屋久島の森林生態
系における土壌ガスフラックス」
大貰靖（告（森林総合研究所土壌資源評価研究室） 「屋久島登山道における難透水層の
形成および土壌侵食」
2001.11.26 参加者 22名
呂 憲国（中国長春地理研究所） 「中国の湿地帯における研究の現状と将来を巡って一
中国における湿地研究の進展と展望ーJ
2001.12.14 参加者20名
柳田誠（アイ•エヌ•エー） 「日本列島の地すべり分布―地形・地質との関連ー」
2002.3.5 参加者23名
Jose Luis Lopez・Reinaldo Garcia Martinez (ベネズエラ中央大学）「ベネズエラにおけ
る洪水•土砂災害ー 1999 年 12 月災害ー」
2002.3.13 参加者20名
武藤鉄司（長崎大学環境科学部）「海水準上昇過程におけるテルタ堆積プロセス」
2001.7.7 
生物カルスト巡検案内：浦田健作（東京都立大） 参加者 18名
2002.3.1 
地すべり地形判読法講習会講師：柳田誠（アイ•エヌ・エー） 参加者 32名
2002.3.13 
海水準上昇過程におけるテルタ堆積プロセスに関する実験観察会 講師：武藤鉄司（長
崎大学環境科学部） 参加者20名
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陸域現境研究センター熱収支 • 水収支観測資料利用方法について
下記の表は学内外の利用希望者に対する利用できるデータの種類，収録期間，メデイアの
種類利用方法を示す．
データの種類 収録期間 メディア 利用方法
1時間ごとの全測定項 1981年/11月 フロッピーデイスク ①利用者はフロッピーディスクを持参し．
目および， 日平値（ま ～利用時の (3.5インチl.2Mbyte センターのパソコンでマスターデイスクか
たは日積算）値•日最 1 -3ヶ月前 HD) ら自分のディスクヘコビーする．
小値•日最大値が入っ 1枚に3-4ヶ月分 ② BASIC, FORTRANなどの言語でプロ
た月ごとのアスキー のデータが収録され グラムを作り必要なデータの読み出し，解
ファイル ている 析を行う．
（表1参照） （図1参照）
上記データのプリント 1983年/7月 冊子体 コピーをとるかい），写し取り，利用する．
アウト ～現在 (3枚/1日） または貸し出しを行うので（一週問まで）
（表2参照） 一冊/1月 持ち保って利用する．
測定項目ごとの1時間 1989年/1月 冊子体 同上
ごとのプリントアウト ～利用時の 1枚/1月
（表3参照） 1-3ヶ月前
各項目の日平均値のプ 1981年/8月 冊子体 同上
リントアウト I （センター報告別刷）
（表4参照） 1997年/12月 1ページ/1年
各項目のアナログ出力 1980年/1月 チャート コピーをとるか（●）センター内で読み取る．
を記録したチャート ～現在 一冊/1月
注（＊）センターのコピー機を使う場合，学生用カードを使用し．同時に何枚使用したかを記録用ノートに記入
する（利用額は後ほど．教畷院の場合．本人あてに．学生の場合．指濤教官あて1こそれぞれ七ンターか
ら請求される）．
フロッピーに保存されているデータと同じものがインターネット経由により anonymousftpで取得可能
となった．
取得方法は次の通りである．
陸域環境研究センターのホームページ (http : //www.suiri.tsukuba.ac.jp/) の熱収支• 水収支観測圃場
日報データベース (http://www.suiri.tsukuba.ac.jp/Hojo/erc8.html)にアクセスする．
1981-昨年度までのデータは， 「FTP://erc2.suiri.tsukuba.ac.jp/pub/ERC-DATA/」 に，今年初めから
昨晩24時までのデータは，「FTP://www2.suiri.tsukuba.ac.jp/」に入っている．データは月単位で1つの
ファイルになっており，ファイル名の付け方は次の通りである.Dyy-mm.DAT, yyは年， mmは月を表し
ている．例えば 1998年4月のデータはD98-04.DATである．ただし， 1981-昨年度までのデータは，吉崎
栄泰氏の LHA.EXEで圧縮されており， 1997年4月のデータであれぱd97-04.lzhに入っている.1998年以
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降のデータファイルは， 圧縮されていない Text形式である．
なお， LHA.EXEを持たない方は，同じように LHA213.EXEも取得すること．本ファイルは自己解答形
式であり，ハードディスク等上で実行すれば， LHA.EXEが得られる．使い方は同梱のドキュメントファイ
ルに参照されたい．
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'ERC routine data unit conversion program (sample.bas) 
open "d;¥data¥lemp¥098-04.dat" for input as #I :・dat● filename 
for DAXN=I 10 31 
for TIMEI =Ito 24 
11 input舅J,RECORDN
IF rceordn < 0 TIIEN LINE INPUT# I, dummy$: GOTO 11 : '平均値、最大、最小値などをとばすための処理．
必夏ならこのラインを消去
input #1, YEAR, MOJ¥rrn, DAY, HOUR, D, UI, U2, U3, UWI, UW2, UW3 
input #I, WTI, WT2, WO, I, RN, G, Tl, TI, TI, STI, STI, STI, ST4 
inputヽ 1,GWl,GW2,GW3,TOI, T02, T03,E, P,IIT,AP, U4,AUX,N,ST 
'/tit/HI## data unit conversion from mV (or V) to physica(・unil in SI #/Htltffllt##### 
D=D/ I. 
Ul=Ul/100 
U2=U2/IOO 
U3=U3/IOO 
U4 = U4/ IOO 
UWI = UWI / 10000 
UW2 = UW2 / IOOOO 
UW3 = UW3 / 10000 
WTI = WTI / 10000 
WT2 = WT2 / I 0000 
四=WrJ / 10000 
I= J / 10 
RN=RN/10 
GI =GI/ 10 
Tl= Tl/ 10 
T2=T2/IO 
1,=n, 10 
TOI =TDI / 10 
TD2 =TD2/ 10 
T03=T03/l0 
STI =STI / 10 
ST2=ST2/ 10 
sn =sn, 10 
ST4=ST4/IO 
GWI = GWI / 1000 
GW2 = GW2 / IOOO 
GW3 = GW3 / 1000 
E=E/100 
ET=ET/ 100 
P= P/10 
AP=AP/10 
AUX= AUX/ I 
N =NI 10 
:'wind direction in degree 
:'wind speed at 1.6 m (mis) 
:'wind speed at 12.3 m (mis) 
：'wind speed at 29.S m (mis) 
:'wind speed at 30.S mat the top of tower (mis) 
:'momentum Oux at 1.6 m (m/s)"2 
:'momentum Oux: at 12.3 or29.S m (m/s)"2 
:'momentum Oux at 29.S m (m/s~2 
:'sensible heat Oux al-I .f,m (d<:grecC mis) 
:'sensible heat nu" at 12.3 or 29.S m (dcgrccC mis) 
:'sensible he● t nu" al 29.5 m (dcgrccC mis) 
:'shortw● ve radiation (W/m2) 
:'net radiation (W/m2) 
: ・soil he● t Oux (W/m2) 
:'air lcmpcraturc at 1.6 m (北grccC)
:'air tcmpcralurc at 12.3 m (dcgrccC) 
心irltmpcraturc● I 29.S m (dcgrccC) 
:'dew四inttcmpcraurc● I 1.6 m (dcgrccC) 
:'dew point 1cmpcraure● I 12.) m (dcgrecC) 
:'dew point temperaurcバ29.Sm (dcgrccC) 
:'soil lcmpcralurc● l -0.02 m (dcgrccC) 
:'soil tcmpc<● turc● 1 -0.10 m (dcgrccC) 
:'soil tempcra!ure● I -0.SO m (dcgrccC) 
:'soil lempcrature● l -1.00 m (dcgrecC) 
:'ground w● ter level公 -2.2m(m) 
:'ground water level● t -10.0 m (ml 
:'ground w● ter level● t-22.0m(m) 
:'pan cv● poralion (mm/hour) 
:'lysimelcr ev● po<ranspira1ion (mm/hour) 
:'precipitation (mm/hour) 
：●● ir pressure (hPa) 
・' 
:'sunshine duration (min) 
注： 9.S年6月 22 日以前のデータでは10で,~る
注：9.S年6月2213以前のデータでは10で言4る
if D > 33 and D <= 213 then UW3 = UW2: WT3 = WTI : 加 sline selects those data from sensor better exposed to wind 
'##"##ltlt麻##User Program If### It#虹##
nextTIMEI 
NEXTDAYN 
end 
,onic sensor for UW-3 and Wf-3 is at 29.S m f● cing SE while that for UW-l 
● nd WT-2 aic also at 29.S m but facing NW, starting August, 1997. 
第1図 ルーチンデータを basicprogramで読み込んで物理益に変換して利用するための
サンプルプログラム (sample.bas) 
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第1表 フロッビー上の日報データのフォーマット. 1990年1月1日の 1 : 00-24 : 00のデータ，および平均・ 晟小・愚大値のプリン
トアウト.2行で1時間分で. 2行目の殻後にCRおよぴLFコードが入っている．各行に含まれるデータの種類．フォーマッ
トなどは鳥谷ほか (1989)の第4表を参照のこと．
ー
??
ー
su,,to,01,01,01, 11, s,, 121, 1ヽ,, -2,, 一亀o, ,o, -13, 
I, ZTI, 2'1, 22', 202,, 48%,, ヽ 157, 230, 2H, 244, 0, "、to,01,01,oz, 10, •o, 111, U3, -1● , -u, l5, -10, 
I, %TS, 2'1, US, 2023, 4121, 11'5, 221, 240, H 'ヽ I
se,s,,0,0,,01,0,, 111, u, us, 2』1, -uo, -41● , -lOl, :., , 
•• 272, %51, 22S、20%3,'"'・ ● 172, 2,,. 242, 243, 
5131,tO,Ot,Ol,Oヽ， 130, "・111, 22● , -!ti, -52● , _, ヽl, -z;,l, 
,, no, :Zll, us, ZOU,'"'・11● 0, U), Ul, 243, I 
s,n,,o,01,01,oa, 1ヽo, 44; 17, 1'l, _,,, -1● o., -12l, :lo, 
a, 2●● , zn, 2:u, 2oz,, , ●ヽ 1, ● 111, ZlO, Ut, 241, o, 
u:11,,0,ot,01, ゜.' 1ヽT, 50, 107, 147, 一43, -11, -no, -zs, 
7, 2●'7, 252, 225, 202,, ・ ヽ143, 1ヽ12, 231, 23● , 240, -2, 
. 5139,tO,Ot,01,07, UZ, H, 121, 111, 1ー15, -,u, -u,, 45, 
,, zn, uz, us, zoz,, o ,ヽ. 1ヽ10,・ %'5, 141, 242, l 
suo,10,0,,01,01, 111, u ，ヽ U2, 321, -20, -Ill, -Ill● , ;ll, 
•• 2● s, 2u, us. 202,, osi. un, 2n, 2,0, 241, 1 
S●ヽ 1,10,ot,01,ot, 1, ●、, 1ヽ1, ＇ Z3Z, ZU, -21,, -tl● , -145, 
● , 2●● , 2U, 2%5, 202l, 1ヽ51, 11'5, us, 237, 23● , 
570, 
II亀z,,0,0,,01,10, u1, 
I, 
105, 175, 241, -211, -,u, -sヽI, 4l0, 
,, 2●● , 251, 225, 2023, 鼻IU, 1105, 23~, 2H, 2H, O, 
5843,tO,Ot,Ol,ll, UI, 107, 113, 211, -235, -'73, -HI, 230, 
,. 21,, zn, n,, zou, 1ヽ51, 10● 1, %30, 233, 233, o, 
SU4,tO,Ot,01,12, Ut, 11T, 20%, 2731 -HO, -121, -11● , 44J, 
● , 2'71, U:t, 225, 2023, 
S●』,,oo, ・'●4● , 10l5, 22', 22● , 225, -70, 、,01,13, 1嶋1, 113, lit, lU, -z●● , -Ill, -120, 0ヽ5,
,, 210, 212, 225, 2023, 1ヽ41, 1007, 224, 223, %22, -,, 
5141,10,0t,Ol,1ヽ， 111, IU, 211, 2● ~. -zn, -u,, -sz,, ,n, 
I, 215, 212, 225, ZOU, 4141, 1112, Zit, tzo, 211, O 
114'7,IO,Ot,Ol,11, 131, 157, 
o, 2t1, 252, us, zo:u, 
zu, n● , -n● , -101>, -n,, o110, 
4131, StlO ，．ヽ1,10,01,01,1●, u,, • Z1● , 21● , 2U, l, uo, z● o, , ... -lTl, ー1015, -143, ,u, 
•• :z●● , uz, 221, 20ZJ, 鼻Ill, "ヽo,
su,,,o,ot,01 
210, 2U, 212, ●， 
, 1'7, 134, 150, 
7, 2●●, 9● 2, 221, 
271, 0ヽ1, -n,, -1100, -no, 11, 
2022, ・412● , 1121, 20●, 21ヽ， 214, 1, 
suo,,0,0,,01,』●● 12,, ,. u● uo, 272, 0ヽ1, -411, -uu, -1002, -111, , :rn, 211, 202,, 1ヽ23, IUI 
nu,,0,0,,01, u, 
, 207, 21ヽ， 211,
13ヽ, 101, 212, 2, ,u, IーIS, 一●●●，一●70, -211, 
●, UI, 252, 221, 202', 021, lt40, 
nu,,o,o●, 01,20, 121, ● ,, 
117, 20,, 201, 2, 
I● ,. 212, uー,, -110, _, ヽ,, -111, 
7, 211, 252, 225, IOU, OU, SIIT, 1●● , 202, zos, 4, 
,.,,,,0,01,01,21, 11、, 71, 1●● , u,, -73, -u● , -221, -Ill, 
I, 211, 212, 225, ZOU, 41%1● ● 022, 201 
SISヽ，IO,Ot,01
%01, 
,z:t, n, z●, 100, 171, 1ー0, !,0,211;,., o,_,, 
I, 212, ZU, ZZS, ZOU, 4123, 1077, 201, 210, 210, 4, 
sass,,0,0,,01,2:1, ss, 11, u, 1st, -s, -1,, 10, ,, 
S, 211, ZS2, 221, 2023, 1ヽ21, uu, lit, 210, 201, 0, 
,u,,10,0,,01,2、, "・11, ●●， 12t, -5, -3, l, I 
•• 274, 252, 225, 202,, 4131, 113", ltl, 201, 201, 0, 
， 
-1,10,ot,01,U, o, 12, 177, 210, -Ill, -su, -sos, Ut, 
o, 271, 25%, 225, %0%3, "ヽ'・ ● 072, 2U, US, 225, -SI, 
,, -;i:~·0'i~t2'·m, 0im,1● •111, "ius~21'11;~11·2;~!13'-iu • , -211, 
-3,10,0t,01,U, 
205, -10, 
o, zt● O, U'!., 21', 4゜I, -s, -3, 40, ● 05, 
• ZSZ, 225, 2023, 4153, 1112, ZJS, lU, 2ヽ'. ヽ，
•21, ・ti, 0, •414 , -20,, Jヽo,
o, I. 1010● , 11、,11520, 0,0000 
-u, -u, o, ・431, -221, 221, 
O, -o, 10105, 112, !TSU, 0,0000 
-120, -73, 0, •ltl, -13, 24%, 244・
0 -o, 1010,, 210, 11515, 0,0000 
; ti, • 73 、 o, -uo, •Tl,• 2ヽ4, 244, 
o, o, 10101, 2ヽ●， 1H1S, 0,0000 
_,,. • .. , 0, _,,., -140, 242, 243, 
o, -o, 10101, 141, !TUI, 0,0000 
-to, -111, o, -31, -sz, 2ヽ2, 243, 
0, 1. 10113, 114, lTSIO, 0,0000 
-3● , -o, o, 、4●, TO, %13, 251, 
o, -o, 1011● , ZOl, l'1505, 150, 0000 
zoo, %31, o, 232● , 2● 2, HI, 2● ,. 
o, o, 10111, 214, 11505, 432,0000 
423, 425, O, H●● , ,., ● , 215, 2Tヽ，
0, 0, lOllt, 342, lTSOO, St、,0000 
3TS, l2S, O, 2317, 04, Z●● , 2Tt, 
o, -o, 10120, 275, 17500, 110,0000 
133, 113, o, 1131, 320, UT, 
0, •0, 10111, 2tt, 11500, U,0000 
JOO, 2ヽ,, o, 3121, 105, 2●● , 
o, o, 1011%, 2tヽ,11500, 330, 0000 
413, 10, o, 3ヽ14, 114, 30● , 
o, 1, 1010● , 270, 11500, 3、●,0000 
,o,, ,,., o, nn, 121, . ,o● , 
0, I, 10100, 30● , 11105, 372, 0000 
嶋"・"'・o,n● 2, TU, 30● o, ， O, IOOtT, 405, lTSOI, SU,0000 
111, 211, 0, U2●, JT2, 302, 
O, •O, IOOU, 3●● , 17105, 100, 0000 
100, I●, O, !OTT, 112, 2U, 
O, •l , lOOU, 4』O, l'TIO●，● 00,0000 
•ti , •20, O, • 211, •13, %TT, 
0, -1, 10102, 431, 11105, %T、,0000 
•ltl, ・I』0, o, 一● 9ヽ， •UT, 2●● , 
o, o, 10101, ,u, 11101, 0,0000 
・ltl, -1~ ● , o, ..... -u● , zu, 
o, -o, 10115, 21、,l'TtOS, 0, 0000 
•lU, •!JI, O, -Ut, •UT, U● , 
O, . 0, IOUO, UI, lTSOS, 0,0000 
•l • , -n, o, -111, -,01, 220, 
0, 0, 10120, IU, lTSOO, 0,0000 
o, ・-20, o, -• ●● , -3%0, 20● . 
0, O, 10121, I● %, 11500, 0,0000 
-,, -21, o, _,, ● , -zn, zos, 
o, o, 10120, us, 1'1500, 0,0000 
73, f3, 0, U, t, 213, 
0, l, 10111, 21,, 1150● , 44'4,0000 2ヽ 4.
・It● , ・140, o, • ●9● , -220, %05, 231, 
O, -1, IOOt● , US, ITSOO, 0,0000 
413, us, o, 43'4, .... 301, 30ヽ．
o, 1, 101%1, 440, 11520, 0,0000 
2••' 
20, 
21,, 
212, 
,01, 
,o, 
,oヽ．
211, 
no, 
2'1'1, 
2● ● , 
254, 
20, 
2'4, 
2U, 
2'1, 
24T, 
24T, 
“’・
243, 
2ヽ,.
24ヽ．
2ヽ,.
”゜・.
2T2, 
: TT, 
2● 1, 
210, 
20, 
301, 
302, 
211, 
ZII, 
277, 
UT, 
214, 
245, 
240・
243, 
243, 
215, 
240・
30%, 
・27 
27 
21 
28 
2ヽ
u 
21 
27 
2● 
30 
30 
30 
31 
32 
33 
32 
H 
30 
n 
2● 
2T 
2T 
21 
25 
2, 
21 
33 
第2表 全測定項目の 1 時間ごとのデータ．お よ ぴ日平均・是小• 最大個のプリントアウト.1991年1月1日21: 00-24 : 00のデー タ．
およびその日の平均 （または積算）・景小・壼大値の例，
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第3表 測定項目ごとの1時間ごとのプリントアウト， 1990年1月の気温 (1.6m)の例．
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第4表 各項目の日平均値のプリントアウト，1989年の気温 (1.6m)および，気温 (12.3m)の例．
（水理実験センタ 報ー告第14号142ベ ジーよ り抜粋）．
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s o., I. ヽ .ヽ1 ,.,17.1 21. ヽ 1.7 2S.5 23,1 17.S • 12.1 I. ヽ
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